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《
単
著
》

１ 

『〈
女
の
物
語
〉
の
な
が
れ
―
古
代
後
期
小
説
史
論
―
』

加
藤
中
道
館

一
九
八
四
年
10
月

２ 

『
枕
草
子
精
釈
〔
新
版
〕』

加
藤
中
道
館

一
九
八
八
年
５
月

３ 

『
源
氏
か
ら
平
家
へ
』（
編
著
）（
新
典
社
選
書
９
）

新
典
社

一
九
九
八
年
11
月

４ 

『
円
環
と
し
て
の
源
氏
物
語
』（
源
氏
物
語
研
究
叢
書
１
）
新
典
社

一
九
九
九
年
６
月

５ 

『
源
氏
物
語
の
風
景
』

武
蔵
野
書
院

二
〇
一
三
年
５
月

《
共
著
・
共
編
著
》

１ 

『
21
世
紀
を
創
る
―
男
性
と
女
性
―
』（
美
尾
浩
子
・

馬
居
政
幸
・
市
岡
修
・
佐
藤
登
美
と
共
著
）

静
岡
県
企
画
調
整
部
県
民
生
活
局
婦
人
課

一
九
八
八
年
４
月

２ 

『
21
世
紀
を
創
る Part

Ⅱ
―
男
性
と
女
性
―
』

 

（
美
尾
浩
子
・
馬
居
政
幸
・
市
岡
修
・
佐
藤
登
美
と
共
著
）

静
岡
県
環
境
・
文
化
部
婦
人
課

一
九
九
一
年
４
月

３ 

『
平
安
後
期
物
語
引
歌
索
引
―
狭
衣
・
寝
覚
・
浜
松
―
』

 

（
久
下
裕
利
・
堀
口
悟
と
共
著
）

新
典
社

一
九
九
一
年
４
月

横
井 

孝 

教
授
　
業
績
目
録
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４ 
『
論
叢
源
氏
物
語
１
―
本
文
の
様
相
―
』（
王
朝
物
語

研
究
会
編
・
横
井
孝
責
任
編
集
）

 

源
氏
物
語
の
本
文
研
究
と
い
う
こ
と
と
〈
公
条
本
〉

の
存
在
と

 

実
践
女
子
大
学
図
書
館
山
岸
文
庫
蔵
〈
公
条
本
〉
源

氏
物
語
（
桐
壺
）
翻
刻
稿
（
上
野
英
子
と
共
稿
）

新
典
社

一
九
九
九
年
６
月

５ 

『
延
慶
本
平
家
物
語
考
証
１
』（
新
典
社
）

 

「
狂
言
綺
語
の
誤
、
讃
仏
乗
の
因
」
の
典
拠
延
慶
本
注

解
に
関
す
る
覚
書
・
三
条
『
平
家
物
語
』
の
地
理
観

念

 

野
村
精
一
氏
蔵
（
野
村
宗
朔
筆
写
本
）『
四
部
合
戦
状

本
平
家
物
語
・
巻
四
』

新
典
社

６ 

『
延
慶
本
平
家
物
語
考
証
２
』（
新
典
社
）

 

康
頼
・
成
経
帰
京
に
お
け
る
異
郷
譚
と
「
三
年
」
の

枠
「
有
王
丸
油
黄
嶋
ヘ
尋
行
事
」
私
注

新
典
社

二
〇
〇
一
年
３
月

７ 

『
書
入
れ
注
記
に
よ
る
源
氏
物
語
本
文
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
に
関
す
る
研
究
』

 

（
上
野
英
子
と
共
著
）
研
究
代
表
者
・
横
井
孝

平
成
10
～
12
年
度
文
部
省
科
学
研
究
助
成
費
（
基
盤
研

究
（
Ｃ
）（
1
））
研
究
成
果
報
告
書

二
〇
〇
六
年
３
月

８ 

『
日
本
・
中
国
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学
に
お
け
る
絵
入
本

の
基
礎
的
研
究
及
び
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
』

 

（
高
木
元
・
内
田
保
廣
・
佐
藤
悟
・
仲
町
啓
子
・
宮
崎

法
子
・
島
孝
行
と
共
著
）
研
究
代
表
者
・
佐
藤
悟

平
成
14
～
17
年
度
科
学
研
究
費
（
基
盤
研
究
（
Ａ
））
研

究
成
果
報
告
書

二
〇
〇
八
年
５
月
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９ 
『
紫
式
部
集
大
成
〈
実
践
女
子
大
学
本
／
瑞
光
寺
本
／

陽
明
文
庫
本
〉』（
久
保
田
孝
夫
・
廣
田
收
と
共
著
）

笠
間
書
院

　
　
　
　
　

11
月

10 

『
源
氏
物
語
の
新
研
究
―
本
文
と
表
現
を
考
え
る
―
』

（
久
下
裕
利
と
共
編
）

 

源
氏
物
語
の
本
文
と
表
現
―
「『
大
成
』
以
後
」
と
「
阿

部
以
後
」
の
模
索
へ
向
け
て
―

 

源
氏
物
語　

本
文
と
表
現
の
展
望
―
あ
と
が
き
に
か

え
て
―

新
典
社

二
〇
〇
九
年
10
月

11 

『
実
践
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵　

黒
川
文
庫
目
録
【
新

版
】』 （
実
践
女
子
大
学
図
書
館
・
実
践
女
子
大
学
文
芸

資
料
研
究
所
編　

上
野
英
子
・
越
後
敬
子
・
松
原
哲

子
と
共
著
）

実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所

二
〇
一
一
年
３
月

12 

『
平
安
後
期
物
語
の
新
研
究
―
寝
覚
と
浜
松
を
考
え 

る
―
』（
久
下
裕
利
と
共
編
）

 

『
寝
覚
』
の
風
景
―
「
し
ら
か
は
の
院
」
―

 

寝
覚
物
語　
「
源
氏
以
後
」
と
そ
の
展
望
―
あ
と
が
き

に
か
え
て
―

新
典
社

二
〇
一
四
年
５
月

13 

『
王
朝
文
学
の
古
筆
切
を
考
え
る
―
寝
覚
と
浜
松
を
考

え
る
―
』（
久
下
裕
利
と
共
編
）

 

『
夜
の
寝
覚
』
末
尾
欠
巻
部
断
簡
の
出
現
―
―
伝
後
光

厳
院
筆
物
語
切
の
正
体
―

 

古
筆
切
と
機
縁
と
―
あ
と
が
き
に
か
え
て
―

武
蔵
野
書
院

　
　
　
　
　

５
月
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14 
『
紫
式
部
集
か
ら
の
挑
発
―
私
家
集
研
究
の
方
法
を
模

索
し
て
―
』（
廣
田
收
・
久
保
田
孝
夫
と
共
著
）

 

『
紫
式
部
集
』
の
末
尾
―
作
品
の
終
局
と
は
何
か
―

 

『
紫
式
部
集
』
に
お
け
る
定
家
本
と
は
何
か
―
表
記
か

ら
の
展
望
―

 

『
紫
式
部
集
』
の
中
世

 

鼎
談　
『
紫
式
部
集
』
研
究
の
現
状
と
課
題　

Ⅰ

 

（
廣
田
收
・
久
保
田
孝
夫
と
共
稿
）

 

鼎
談　
『
紫
式
部
集
』
研
究
の
現
状
と
課
題　

Ⅱ

 

（
廣
田
收
・
久
保
田
孝
夫
と
共
稿
）

 

紫
式
部
・
紫
式
部
集
研
究
年
表
（
補
遺
稿
）

 

（
久
保
田
孝
夫
と
共
稿
）

笠
間
書
院

二
〇
一
八
年
３
月

15 

『
宇
治
十
帖
の
新
世
界
』（
知
の
遺
産
シ
リ
ー
ズ
５
）

 

（
久
下
裕
利
と
共
編
）

 

後
篇
の
物
語
の
構
造

 

八
の
宮
の
遺
言
と
大
君
の
進
退

武
蔵
野
書
院

一
九
七
四
年
７
月

《
論
文
》

１ 

「
ゆ
か
り
」
の
構
造
―
朝
顔
の
巻
を
め
ぐ
っ
て
―

『
平
安
文
学
研
究
』
第
五
二
輯

一
九
七
四
年
７
月

２ 

紫
の
上
の
終
焉

『
駒
澤
国
文
』
第
一
二
号

一
九
七
五
年
２
月

３ 

藤
壺
物
語
の
変
容
―
薄
雲
の
巻
の
一
節
を
め
ぐ
っ
て
―

『
平
安
文
学
研
究
』
第
五
三
輯

　
　
　
　
　

６
月

４ 

『
寝
覚
』
論
―
「
女
の
物
語
」
と
し
て
・
序
説
―

『
日
本
文
学
』
第
二
五
巻
第
五
号

一
九
七
六
年
５
月
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５ 
延
慶
本
平
家
物
語
と
天
神
縁
起
説
話
―
付
、
登
蓮
法

師
の
役
割
―

『
駒
澤
国
文
』
第
一
四
号

一
九
七
七
年
３
月

６ 

『
寝
覚
』
の
世
界
―
「
女
」
か
ら
「
母
」
へ
―

『
平
安
文
学
研
究
』
第
五
八
輯

　
　
　
　
　

11
月

７ 

駒
沢
大
学
図
書
館
沼
沢
文
庫
蔵　

奉
紫
式
部
影
前
和
歌

『
駒
澤
国
文
』
第
一
五
号

一
九
七
八
年
３
月

８ 

右
京
大
夫
の
「
夢
」
―
あ
る
作
品
論
の
試
み
―

『
駒
澤
国
文
』
第
一
六
号

一
九
七
九
年
３
月

９ 

菅
原
道
真
か
ら
紫
式
部
へ

『
日
中
語
文
交
渉
史
論
叢
』
桜
楓
社

　
　
　
　
　

４
月

10 

「
女
」
に
お
け
る
物
語
史
―
『
源
氏
』
と
『
源
氏
』
以

後
―

源
氏
物
語
探
究
会
編
『
源
氏
物
語
の
探
究
・
第
四
輯
』
風

間
書
房

　
　
　
　
　

４
月

11 

古
事
談
「
ア
イ
タ
ノ
城
」
考

『
駒
澤
国
文
』
第
一
七
号

一
九
八
〇
年
３
月

12 

「
女
」
の
物
語
の
行
方
―
源
氏
物
語
宇
治
論
―

『
駒
澤
国
文
』
第
一
八
号

一
九
八
一
年
３
月

13 

『
宇
津
保
』
俊
蔭
論  

―
俊
蔭
女
を
考
え
る
―

『
駒
澤
国
文
』
第
一
九
号

一
九
八
二
年
３
月

14 

「
女
」
た
ち
の
物
語
史
―
『
無
名
草
子
』
論
―

『
駒
澤
国
文
』
第
二
〇
号

一
九
八
三
年
12
月

15 

『
伊
勢
物
語
』
論
・
断
章
―
〈
男
の
物
語
〉
が
産
み
出

す
も
の
―

『
平
安
文
学
研
究
』
第
七
〇
輯

16 

延
慶
本
平
家
物
語
に
関
す
る
覚
え
書
三
条

『
駒
澤
国
文
』
第
二
一
号

一
九
八
四
年
２
月

17 

源
氏
物
語
絵
巻
伝
流
史
管
見
―
『
豊
明
絵
草
子
』『
寝

覚
物
語
絵
巻
』
と
の
関
連
に
お
い
て
―

『
静
岡
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告
（
人
文
・
社
会
科
学
篇
）』

第
三
五
号

一
九
八
五
年
３
月

18 

円
環
と
し
て
の
源
氏
物
語
―
主
題
・
構
造
・
結
尾
―

『
駒
澤
国
文
』
第
二
三
号

一
九
八
六
年
２
月

19 

源
氏
物
語
受
容
史
管
見

『
静
岡
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告
（
人
文
・
社
会
科
学
篇
）』

第
三
六
号

　
　
　
　
　

３
月

20 

光
源
氏
の
「
昔
」・
紫
の
上
の
「
今
」
―
円
環
と
し
て

の
源
氏
物
語
Ⅱ
―

『
駒
澤
国
文
』
第
二
四
号

一
九
八
七
年
３
月
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21 
『
源
氏
物
語
』
の
表
現
・
断
章
―
「
霞
の
衣
」
を
中
心

に
―

『
静
岡
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告
（
人
文
・
社
会
科
学
篇
）』

第
三
七
号

　
　
　
　
　

３
月

22 

延
慶
本
平
家
物
語
の
仮
名
表
記
に
関
す
る
試
論

『
駒
澤
国
文
』
第
二
五
号

一
九
八
八
年
２
月

23 

源
氏
物
語
と
作
庭
秘
伝
書
―
六
条
院
の
基
底
―

『
静
岡
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告
（
人
文
・
社
会
科
学
篇
）』

第
三
八
号

　
　
　
　
　

３
月

24 

平
家
物
語
と
広
嗣
・
玄
昉
説
話

『
静
岡
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告
（
人
文
・
社
会
科
学
篇
）』

第
三
九
号

一
九
八
九
年
３
月

25 

「
ゆ
か
り
」
の
物
語
と
し
て
の
源
氏
物
語

源
氏
物
語
探
究
会
編『
源
氏
物
語
の
探
究
』第
一
四
輯（
風

間
書
房
）

　
　
　
　
　

９
月

26 

桜
町
中
納
言
・
異
名
由
来
の
こ
と

『
駒
澤
国
文
』
第
二
七
号

一
九
九
〇
年
２
月

27 

延
慶
本
平
家
物
語
本
文
の
基
礎
的
研
究
（
Ⅰ
）

『
静
岡
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告
（
人
文
・
社
会
科
学
篇
）』

第
四
〇
号

　
　
　
　
　

３
月

28 

山
岸
文
庫
本
『
本
朝
麗
藻
』

実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
『
年
報
』
第
九
号

          

３
月

29 

延
慶
本
平
家
物
語
附
載
系
図
に
つ
い
て

『
季
刊
ぐ
ん
し
ょ
』
第
三
巻
二
号
（
続
群
書
類
従
完
成
会
）
　
　
　
　
　

４
月

30 

母
性
論
と
し
て
の
『
寝
覚
物
語
』

王
朝
物
語
研
究
会
編
『
論
集　

源
氏
物
語
と
そ
の
前
後

１
』（
新
典
社
）

　
　
　
　
　

５
月

31 

か
の
子
の
歌
と
男
た
ち

『
短
歌
』
第
三
七
巻
一
二
号
（
角
川
書
店
）

　
　
　
　
　

12
月

32 

実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
山
岸
文
庫
本
『
富
士
の
人

穴
草
子
』
に
つ
い
て

『
静
大
国
語
』
第
四
号

一
九
九
一
年
３
月

33 

山
岸
文
庫
本
『
本
朝
麗
藻
』（
二
）

実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
『
年
報
』
第
一
〇
号

　
　
　
　
　

３
月

34 

「
明
石
入
道
」
に
関
す
る
覚メ

書モ

王
朝
物
語
研
究
会
編
『
論
集　

源
氏
物
語
と
そ
の
前
後

２
』（
新
典
社
）

　
　
　
　
　

５
月
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35 
実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
『
苔
の
衣
』（
五
本
）

実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
『
年
報
』
第
一
一
号

一
九
九
二
年
３
月

36 
山
岸
文
庫
蔵
「
伝
明
融
等
筆
源
氏
物
語
」
翻
刻
（
2
）

―
「
葵
」「
賢
木
」「
須
磨
」
―
（
野
村
精
一
・
上
野
英
子
・

渡
邉
道
子
と
共
稿
）

実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
『
別
冊
年
報
Ⅱ
』

　
　
　
　
　

３
月

37 

紫
の
上
と
女
三
の
宮
―
若
菜
上
・
下
巻
と
以
後
の
巻 

々
―

『
光
る
君
の
物
語
』（
源
氏
物
語
講
座
・
第
３
巻
）（
勉
誠
社
）
　
　
　
　
　

５
月

38 

螺
旋
と
し
て
の
源
氏
物
語
―
竹
取
物
語
・
長
恨
歌
・

李
夫
人
の
引
用
と
作
品
構
造
―

王
朝
物
語
研
究
会
編
『
論
集　

源
氏
物
語
と
そ
の
前
後

３
』（
新
典
社
）

　
　
　
　
　

５
月

39 

平
家
物
語
の
〈
草
子
地
〉
―
延
慶
本
を
中
心
に
―

村
上
学
編
『
平
家
物
語
と
語
り
』（
三
弥
井
書
店
）

　
　
　
　
　

10
月

40 

比
較
文
学
的
視
点
に
よ
る
紫
式
部
論

『
静
大
国
語
』
第
六
号

一
九
九
三
年
３
月

41 

物
語
か
ら
平
家
物
語
へ
―
そ
の
序
説
―

『
静
岡
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告
（
人
文
・
社
会
科
学
篇
）』

第
四
三
号

　
　
　
　
　

３
月

42 

物
語
文
学
に
お
け
る
〈
後
家
の
力
〉

王
朝
物
語
研
究
会
編
『
論
集　

源
氏
物
語
と
そ
の
前
後

４
』（
新
典
社
）

　
　
　
　
　

５
月

43 

女
人
哀
話
考
―
小
宰
相
と
建
礼
門
院
と
―

水
原
一
編
『
平
家
物
語　

説
話
と
語
り
』（
あ
な
た
が
読

む
平
家
物
語
２
）（
有
精
堂
）

一
九
九
四
年
１
月

44 

覚
勝
院
抄
管
見

実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
編
『
源
氏
物
語
古
注

釈
の
世
界
―
写
本
か
ら
版
本
へ
―
』（
汲
古
書
院
）

　
　
　
　
　

３
月

45 

延
慶
本
平
家
物
語
に
お
け
る
白
氏
文
集
の
引
用
に
関

す
る
覚
書
（
上
）

『
静
岡
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告
（
人
文
・
社
会
科
学
篇
）』

第
四
四
号

　
　
　
　
　

３
月
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46 
山
岸
文
庫
蔵
「
伝
明
融
等
筆
源
氏
物
語
」
翻
刻
（
3
）

―
「
明
石
」「
澪
標
」「
蓬
生
」「
関
屋
」
―
（
野
村
精
一
・

上
野
英
子
・
渡
邉
道
子
と
共
稿
）

実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
『
別
冊
年
報
Ⅲ
』

　
　
　
　
　

３
月

47 

源
氏
物
語
の
基
底
―
准
拠
と
引
用
の
方
法
を
め
ぐ
る

断
章
―

王
朝
物
語
研
究
会
編
『
研
究
講
座　

源
氏
物
語
の
視
界

１
・
准
拠
と
引
用
』（
新
典
社
）

　
　
　
　
　

３
月

48 

寝
覚
物
語
引
歌
索
引
補
遺
稿

王
朝
物
語
研
究
会
編
『
論
集　

源
氏
物
語
と
そ
の
前
後

５
』（
新
典
社
）

　
　
　
　
　

５
月

49 

延
慶
本
平
家
物
語
に
お
け
る
白
氏
文
集
の
引
用
に
関

す
る
覚
書
（
下
）

『
静
岡
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告
（
人
文
・
社
会
科
学
篇
）』

第
四
五
号

一
九
九
五
年
３
月

50 

紫
式
部
の
心
―
そ
の
二
元
論
に
つ
い
て
の
試
論
―

『
静
岡
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告
（
人
文
・
社
会
科
学
篇
）』

第
四
六
号

一
九
九
六
年
３
月

51 

重
衡
物
語
の
輪
郭
―
延
慶
本
平
家
物
語
の
語
り
と
本

文
―

水
原
一
編
『
古
文
学
の
流
域
』（
新
典
社
）

　
　
　
　
　

４
月

52 

鎌
倉
物
語
の
構
造
と
説
話
の
位
相

『
説
話
文
学
研
究
』
第
三
一
号

　
　
　
　
　

８
月

53 

『
少
将
滋
幹
の
母
』
の
位
相

『
静
岡
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告
（
人
文
・
社
会
科
学
篇
）』

第
四
七
号

一
九
九
七
年
３
月

54 

「
ま
ど
ふ
」
人
々
と
浮
舟
と

王
朝
物
語
研
究
会
編
『
研
究
講
座　

源
氏
物
語
の
視
界

５
―
薫
か
ら
浮
舟
へ
―
』（
新
典
社
）

　
　
　
　
　

５
月

55 

読
み
の
許
容
圏
と
い
う
こ
と
―
谷
崎
潤
一
郎
の
作
品

を
中
心
と
し
て
―

『
静
大
国
語
』
第
一
〇
・
一
一
合
併
号

一
九
九
八
年
３
月

56 

山
岸
文
庫
蔵
『
公
条
本
源
氏
物
語
』
―
解
題
な
ら
び

に
「
帚
木
・
空
蝉
」
影
印
―

実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
『
年
報
』
第
一
八
号

一
九
九
九
年
３
月
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57 
物
語
・
終
焉
の
か
た
ち
―
―
『
狭
衣
物
語
』
結
尾
の

位
相
―

実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
編
『
物
語
史
研
究
の

方
法
と
展
望
（
論
文
篇
）』（
実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料

研
究
所
）

　
　
　
　
　

３
月

58 

物
語
か
ら
日
記
へ
、
日
記
か
ら
物
語
へ

王
朝
物
語
研
究
会
編
『
研
究
講
座　

王
朝
女
流
日
記
の

視
界
』（
新
典
社
）

　
　
　
　
　

６
月

59 

平
家
物
語
の
「
構
想
」
と
「
構
造
」
―
「
驕
レ
ル
人
」「
猛

キ
者
」
を
め
ぐ
っ
て
―

『
静
岡
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告
（
人
文
・
社
会
科
学
篇
）』

第
五
〇
号

二
〇
〇
〇
年
３
月

60 

源
氏
物
語
本
文
管
見
―
「
御
」
の
よ
み
と
諸
本
の
関

係
―

『
実
践
国
文
学
』
第
五
八
号

　
　
　
　
　

10
月

61 

「
検
非
違
使
別
当
平
清
盛
」
の
背
景

『
実
践
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
四
三
集

二
〇
〇
一
年
３
月

62 

山
岸
文
庫
蔵
『
公
条
本
源
氏
物
語
』
の
Ａ
Ｍ
Ｓ
14
Ｃ

年
代
（
小
田
寛
貴
・
野
村
精
一
・
中
村
俊
夫
・
上
野

英
子
・
丹
生
越
子
と
共
著
）

『
名
古
屋
大
学
加
速
器
質
量
分
析
計
業
績
報
告
書
』
Ⅻ
号

　
　
　
　
　

３
月

63 

技
術
と
し
て
の
源
氏
物
語
絵
巻

久
下
裕
利
編
『
源
氏
物
語
絵
巻
と
そ
の
周
辺
』（
新
典
社
）
　
　
　
　
　

４
月

64 

子
ど
も
の
領
分
（
1
）
―
源
氏
物
語
「
十
ば
か
り
」

の
こ
ろ
―

『
実
践
国
文
学
』
第
六
〇
号

　
　
　
　
　

10
月

64 

潮
廼
舎
文
庫
蔵
『
平
家
物
語
』
整
版
本
掌
録
（
1
）

『
実
践
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
四
四
集

二
〇
〇
二
年
３
月

65 

（
下
田
歌
子
『
源
氏
物
語
講
義　

若
紫
』） 

解
説

下
田
歌
子
『
源
氏
物
語
講
義　

若
紫
』（
実
践
女
子
学
園
）
　
　
　
　
　

３
月

66 

加
速
器
質
量
分
析
計
に
よ
る
山
岸
文
庫
蔵
『
伝
公
条

本
源
氏
物
語
』
の
14
Ｃ
年
代
測
定
（
小
田
寛
貴
・
野

村
精
一
・
中
村
俊
夫
・
上
野
英
子
・
丹
生
越
子
と
共
著
）

実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
『
年
報
』
第
二
一
号

　
　
　
　
　

３
月
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67 
常
磐
松
文
庫
蔵
『
狭
衣
文
談
』
翻
刻
（
二
）
―
巻
第

二
之
上
―

実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
『
別
冊
年
報
』

Ⅵ
号

　
　
　
　
　

３
月

68 

子
ど
も
の
情
景
―
『
源
氏
物
語
』
の
点
景
か
ら
―

『
国
語
と
国
文
学
』
第
七
九
巻
第
五
号

　
　
　
　
　

５
月

69 

「
な
ら
の
京
」
―
『
伊
勢
物
語
』
初
段
の
風
景
―

王
朝
物
語
研
究
会
編
・
仁
平
道
明
責
任
編
集
『
論
叢
伊

勢
物
語
２
―
歴
史
と
の
往
還
―
』（
新
典
社
）

　
　
　
　
　

５
月

70 

子
ど
も
の
領
分
（
2
）
―
物
語
、
お
と
な
と
子
ど
も

の
間
―

『
実
践
国
文
学
』
第
六
二
号

　
　
　
　
　

10
月

71 

源
氏
物
語
本
文
臆
見
―
「
一
字
不
違
」
の
近
辺
と
外

周
と
―

『
実
践
国
文
学
』
第
六
三
号

二
〇
〇
三
年
３
月

72 

潮
廼
舎
文
庫
蔵
『
平
家
物
語
』
整
版
本
掌
録
（
2
）

『
実
践
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
四
五
集

　
　
　
　
　

３
月

73 

常
磐
松
文
庫
蔵
『
狭
衣
文
談
』
翻
刻
（
三
）
―
巻
第

二
之
下
～
巻
四
之
上
―
（
一
文
字
昭
子
と
共
稿
）

実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
『
別
冊
年
報
』
Ⅶ
号

　
　
　
　
　

３
月

74 

源
氏
物
語
本
文
小
見
―
薄
雲
の
巻
を
め
ぐ
る
諸
本
の

す
が
た
―

『
実
践
国
文
学
』
第
六
四
号

　
　
　
　
　

10
月

75 

丸
谷
才
一
『
輝
く
日
の
宮
』
を
読
む
―
『
源
氏
物
語
』

の
商
品
化
の
方
法
―

『
実
践
国
文
学
』
第
六
五
号

二
〇
〇
四
年
３
月

76 

常
磐
松
文
庫
蔵
『
狭
衣
文
談
』
翻
刻
（
四
）
―
巻
四

之
下
―
（
一
文
字
昭
子
と
共
稿
）

実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
『
別
冊
年
報
』
Ⅷ
号

　
　
　
　
　

３
月

77 

『
紫
式
部
集
』
実
践
女
子
大
学
本
管
見
―
そ
の
形
態
か

ら
研
究
の
現
状
を
考
え
る
―

『
実
践
国
文
学
』
第
六
六
号

　
　
　
　
　

10
月

78 

軍
記
・
年
齢
記
述
の
意
味
―
「
十
三
歳
」
表
記
を
軸

と
し
て
―

『
実
践
国
文
学
』
第
六
七
号

二
〇
〇
五
年
３
月
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79 
物
語
版
本
の
挿
絵
の
転
用
・
流
用
―
『
源
氏
物
語
』『
伊

勢
物
語
』
な
ど
を
通
し
て
―

『
実
践
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
四
七
集

　
　
　
　
　

３
月

80 

常
磐
松
文
庫
蔵
『
狭
衣
文
談
』
正
誤
表
な
ら
び
に
校

異
表
（
一
）

実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
『
別
冊
年
報
』
Ⅸ
号

　
　
　
　
　

３
月

81 

六
条
院
の
風
景
―
『
源
氏
物
語
』
の
庭
園
を
再
構
築

す
る
―

坂
本
共
展
・
久
下
裕
利
編
『
源
氏
物
語
の
新
研
究
―
内

な
る
歴
史
性
を
考
え
る
―
』（
新
典
社
）

　
　
　
　
　

９
月

82 

物
語
文
学
整
版
本
の
挿
絵
に
お
け
る
転
用
・
流
用
の

問
題
―
山
本
春
正
『
絵
入
源
氏
』
を
通
し
て
―

『
実
践
国
文
学
』
第
六
八
号

　
　
　
　
　

10
月

83 

谷
崎
潤
一
郎　
「
検
印
」
に
よ
る
略
年
譜
の
こ
こ
ろ
み

『
実
践
国
文
学
』
第
六
九
号

二
〇
〇
六
年
３
月

84 

常
磐
松
文
庫
蔵
『
狭
衣
文
談
』
正
誤
表
な
ら
び
に
校

異
表
（
二
）

実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
『
別
冊
年
報
』
Ⅹ
号

　
　
　
　
　

３
月

85 

源
氏
物
語
版
本
挿
絵
考
―
そ
の
基
礎
的
研
究
と
し 

て
―

久
下
裕
利
・
久
保
木
秀
夫
編
『
平
安
文
学
の
新
研
究
―

物
語
絵
と
古
筆
切
を
考
え
る
―
』（
新
典
社
）

　
　
　
　
　

９
月

86 

谷
崎
潤
一
郎　
「
検
印
」
に
よ
る
略
年
譜
の
こ
こ
ろ
み
・

補
正

『
実
践
国
文
学
』
第
七
〇
号

　
　
　
　
　

10
月

87 

「
未
央
柳
」
の
ゆ
く
え
―
下
田
歌
子
『
源
氏
物
語
講
義
』

の
周
圏
を
め
ぐ
る
考
察
―

日
向
一
雅
・
仁
平
道
明
編
『
源
氏
物
語
の
始
発
―
桐
壺

巻
論
集
―
』（
竹
林
舎
）

　
　
　
　
　

11
月

88 

実
践
女
子
大
学
本
『
紫
式
部
集
』
奥
書
考
―
年
紀
へ

の
疑
惑
を
め
ぐ
っ
て
―

『
国
語
と
国
文
学
』
第
八
四
巻
第
一
号

二
〇
〇
七
年
１
月

89 

物
語
絵
の
「
か
た
ち
」
に
「
意
味
」
は
あ
る
の
か
（
平

安
文
学
に
お
け
る
場
面
生
成
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第

４
回
研
究
会
・
基
調
報
告
10
）

国
文
学
研
究
資
料
館
文
学
形
成
研
究
系
「
平
安
文
学
に

お
け
る
場
面
生
成
研
究
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
編
『
平
安
18

年
度
研
究
成
果
報
告
・
物
語
の
生
成
と
受
容
②
』（
国
文

学
研
究
資
料
館
）

　
　
　
　
　

２
月
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90 
源
氏
物
語
版
本
挿
絵
考
―
そ
の
図
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
必
要
性
―

『
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
・
文
学
研
究
篇
』
第
三
三
号

　
　
　
　
　

２
月

91 

紫
式
部
と
鴨
川
の
風
景

『
実
践
国
文
学
』
第
七
一
号

　
　
　
　
　

３
月

92 

源
氏
物
語
「
六
条
院
」
の
読
み
方

明
治
大
学
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業
「
日
本
古
代
文

化
に
お
け
る
文
字
・
図
像
・
伝
承
と
宗
教
の
総
合
的
研
究
」

『
古
代
学
研
究
所
紀
要
』
四
号

　
　
　
　
　

３
月

93 

源
氏
物
語
関
連
図
像
集
成
稿
―
そ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

構
築
に
向
け
て
―

実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
『
年
報
』
第
二
六
号

　
　
　
　
　

３
月

94 

鎌
倉
・
室
町
時
代
の
『
源
氏
物
語
』
―
『
夜
寝
覚
物
語
』

『
と
り
か
へ
ば
や
』
な
ど
を
通
し
て
―

三
角
洋
一
編
『
講
座
源
氏
物
語
研
究　

第
四
巻
《
鎌
倉
・

室
町
時
代
の
源
氏
物
語
》』（
お
う
ふ
う
）

　
　
　
　
　

６
月

95 

『
寝
覚
』
の
風
景
―
「
広
沢
の
池
の
わ
た
り
」
―

永
井
和
子
編
『
源
氏
物
語
へ　

源
氏
物
語
か
ら
―

中
古
文
学
研
究
24
の
証
言
―
』（
笠
間
書
院
）

　
　
　
　
　

９
月

96 

山
本
春
正
『
絵
入
源
氏
物
語
』
―
そ
の
挿
絵
は
い
か

に
し
て
可
能
に
な
っ
た
か
―

『
國
文
學
・
解
釈
と
教
材
の
研
究
』《
特
集
：
絵
で
読
む

源
氏
物
語
》
第
五
三
巻
第
一
号
（
學
燈
社
）

二
〇
〇
八
年
１
月

97 

国
文
学
研
究
資
料
館
本
『〔
源
氏
物
語
歌
合
絵
巻
〕』

の
紹
介
―
実
践
女
子
大
学
常
磐
松
文
庫
本
『
住
吉
物

語
絵
巻
』
に
ふ
れ
て
―

実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
『
年
報
』
第
二
七
号

　
　
　
　
　

３
月

98 

源
氏
物
語
と
近
衛
府
の
物
語
―
右
大
将
と
右
中
将
―

日
向
一
雅
編
『
王
朝
文
学
と
官
職
・
位
階
』（
平
安
文
学

と
隣
接
諸
学
４
）（
竹
林
舎
）

　
　
　
　
　

５
月

99 

源
氏
物
語
と
宮
廷
絵
画
の
余
光
―
新
出
『
源
氏
物
語

歌
合
絵
巻
』
の
紹
介
と
翻
刻
―

仁
平
道
明
編
『
王
朝
文
学
と
東
ア
ジ
ア
の
宮
廷
文
学
』（
平

安
文
学
と
隣
接
諸
学
５
）（
竹
林
舎
）

　
　
　
　
　

５
月
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100 
紫
式
部
に
と
っ
て
「
日
記
」
と
は
何
だ
っ
た
か
―
「
水

火
の
責
め
」
に
よ
る
位
相
、
そ
の
序
説
―

秋
山
虔
・
福
家
俊
幸
編
『
紫
式
部
日
記
の
新
研
究
―
表

現
の
世
界
を
考
え
る
―
』（
新
典
社
）

　
　
　
　
　

５
月

101 

源
氏
物
語
の
「
六
条
院
」
―
「
大
規
模
造
営
の
時
代
」

の
文
学
―

日
向
一
雅
編
『
源
氏
物
語
と
平
安
京
―
考
古
・
建
築
・
儀

礼
―
』（
青
簡
舎
）

　
　
　
　
　

７
月

102 

実
践
女
子
大
学
本
『
紫
式
部
集
』
の
現
状
、
そ
の 

他
―
そ
の
擦
り
消
し
痕
・『
紫
式
部
集
大
成
』
拾
遺
な

ど
―

『
実
践
国
文
学
』
第
七
四
号

　
　
　
　
　

10
月

103 

実
践
女
子
大
学
本
『
紫
式
部
集
』
の
現
状
報
告

実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
『
年
報
』
第
二
八
号

二
〇
〇
九
年
３
月

104 

源
氏
物
語
の
一
〇
〇
年
―
「
下
田
講
義
」
か
ら
「
阿

部
以
後
」
へ
―

同

同

105 

文
芸
資
料
研
究
所
蔵
絵
入
版
本
『
栄
花
物
語
』（
一
）

―
略
解
題
・
翻
刻
・
影
印
―

実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
『
別
冊
年
報
』
Ⅻ
号

　
　
　
　
　

３
月

106 

『
寝
覚
』
の
風
貌
―
「
源
氏
以
後
」
の
世
界
へ
―

秋
山
虔
編
『
平
安
文
学
史
論
考
―
武
蔵
野
書
院
創
立
90

周
年
記
念
論
集
』（
武
蔵
野
書
院
）

　
　
　
　
　

12
月

107 

『
寝
覚
』（
夜
の
寝
覚
）
結
尾
の
風
景

『
国
文
学　

解
釈
と
鑑
賞
』
第
七
五
巻
第
三
号

二
〇
一
〇
年
３
月

108 

常
磐
松
文
庫
蔵　

奈
良
絵
本
栄
花
物
語
三
冊

実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
『
年
報
』
第
二
九
号

　
　
　
　
　

３
月

109 

実
践
女
子
大
学
蔵 

明
融
本
源
氏
物
語
の
現
状
報
告

研
究
代
表
者
・
豊
島
秀
範
『
源
氏
物
語
本
文
の
再
検
討

と
新
提
言　

Ⅲ
』（
科
学
研
究
費
補
助
金
平
成
一
九
年
度

研
究
成
果
報
告
書
）

　
　
　
　
　

３
月

110 

形
態
と
伝
流
か
ら
『
紫
式
部
集
』
を
見
る

 

（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
紫
式
部
集
』
研
究
の
現
在
）

『
中
古
文
学
』
第
八
五
号

　
　
　
　
　

６
月
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111 
「
大
規
模
造
営
の
時
代
」
の
一
風
景
―
『
源
氏
物
語
』

の
時
代
の
あ
る
喪
失
を
め
ぐ
っ
て
―

仁
平
道
明
編
『
源
氏
物
語
と
東
ア
ジ
ア
』（
新
典
社
）

　
　
　
　
　

９
月

112 

父
系
の
指
・
母
系
の
唇
―
松
本
清
張
の
原
形
質
を
も

と
め
て
―

『
実
践
国
文
学
』
第
七
八
号

　
　
　
　
　

10
月

113 

薫
を
め
ぐ
る
風
景
―
「
ほ
う
さ
う
じ
の
わ
た
り
」・
巨

椋
の
池
―

森
一
郎
・
岩
佐
美
代
子
・
坂
本
共
展
編
『
源
氏
物
語
の

展
望　

第
八
輯
』（
三
弥
井
書
店
）

　
　
　
　
　

10
月

114 

『
栄
花
物
語
』
述
作
者
の
バ
イ
ア
ス

『
む
ら
さ
き
』（
紫
式
部
学
会
編
輯
／
武
蔵
野
書
院
）

　
　
　
　
　

12
月

115 

『
更
級
日
記
』
孝
標
を
め
ぐ
る
風
景
―
そ
の
大
い
な
る

「
凡
庸
」
に
つ
い
て
―

福
家
俊
幸
・
久
下
裕
利
編
『
王
朝
女
流
日
記
を
考
え
る

―
追
憶
の
風
景
』（
武
蔵
野
書
院
）

二
〇
一
一
年
１
月

116 

草
稿
と
注
釈
的
研
究
と
―
谷
崎
潤
一
郎
『
夢
の
浮 

橋
』
―

『
実
践
国
文
学
』
第
七
九
号

　
　
　
　
　

３
月

117 

《
資
料
紹
介
》
物
語
絵　

ひ
と
つ
の
形
象
―
―
実
践
女

子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
蔵
『
伊
勢
物
語
の
哥
絵
』
―

久
下
裕
利
編
『
物
語
絵
・
歌
仙
絵
を
考
え
る
―
変
容
の

軌
跡
―
』（
武
蔵
野
書
院
）

　
　
　
　
　

５
月

118 

小
宰
相
・
通
盛
の
物
語
と
『
狭
衣
物
語
』

『
国
立
能
楽
堂
』
第
三
三
四
号

　
　
　
　
　

５
月

119 

定
家
本
『
紫
式
部
集
』
と
定
家
筆
断
簡
―
実
践
女
子

大
学
本
の
現
状
報
告
・
二
―

実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
『
年
報
』
第
三
一
号

二
〇
一
二
年
３
月

120 

黒
川
文
庫
目
録
【
新
版
】
追
補
稿

同

同

121 

紫
式
部
集
定
家
本
表
記
考
―
―
そ
の
位
相
検
討
へ
の

序
説
と
し
て
―

研
究
代
表
者
・
今
西
裕
一
郎
『
日
本
古
典
籍
に
お
け
る
【
表

記
情
報
学
】
の
基
盤
構
築
に
関
す
る
研
究
』（
科
学
研
究

費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ａ
）
二
〇
一
一
年
度
研
究
成
果

報
告
書
）

　
　
　
　
　

３
月
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122 
講
義　

源
氏
と
源
氏
以
後
―
―
第
一
講
・「
文
学
」
と

「
効
用
」
の
問
題
―

『
実
践
国
文
学
』
第
八
二
号

　
　
　
　
　

10
月

123 

紫
式
部
集
の
末
尾
を
め
ぐ
る
試
考
―
古
典
作
品
の
終

局
の
相
と
い
う
も
の
―

『
実
践
国
文
学
』
第
八
三
号

二
〇
一
三
年
３
月

124 

講
義　

源
氏
と
源
氏
以
後
―
第
二
講
・
紫
式
部
と
孝

標
女
の
間
―

『
実
践
国
文
学
』
第
八
四
号

　
　
　
　
　

10
月

125 

「
宇
治
十
帖
の
う
ち
第
一
の
詞
」
―
―
源
氏
物
語
に
お

け
る
注
釈
世
界
―

日
向
一
雅
編
『
源
氏
物
語　

注
釈
史
の
世
界
』（
青
簡
舎
）

二
〇
一
四
年
２
月

126 

紫
式
部
集
古
本
系
表
記
考
―
―
「
か
へ
し
」「
返
し
」

「
返
」
―

研
究
代
表
者
・
今
西
裕
一
郎
『
日
本
古
典
籍
に
お
け
る
【
表

記
情
報
学
】
の
基
盤
構
築
に
関
す
る
研
究
Ⅱ
』（
科
学
研

究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ａ
）
二
〇
一
二
年
度
研
究
成

果
報
告
書
）

　
　
　
　
　

２
月

127 

か
な
字
母
に
よ
る
表
記
情
報
学
の
課
題

研
究
代
表
者
・
今
西
裕
一
郎
『
日
本
古
典
籍
に
お
け
る
【
表

記
情
報
学
】
の
基
盤
構
築
に
関
す
る
研
究
Ⅲ
』（
科
学
研

究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ａ
）
二
〇
一
三
年
度
研
究
成

果
報
告
書
）

　
　
　
　
　

３
月

128 

『
夜
の
寝
覚
』
末
尾
欠
巻
部
復
元
の
問
題
点
―
新
出
断

簡
分
析
の
方
法
を
模
索
し
て
―

『
実
践
国
文
学
』
第
八
六
号

　
　
　
　
　

10
月

129 

講
義　

源
氏
と
源
氏
以
後
―
第
三
講
・
藤
原
定
家
と

い
う
存
在
―

『
実
践
国
文
学
』
第
八
七
号

二
〇
一
五
年
３
月

130 

実
践
女
子
大
学
所
蔵　

源
氏
物
語
古
筆
切
目
録
稿

（
一
）

実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
『
年
報
』
第
三
四
号

　
　
　
　
　

３
月
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131 
源
氏
物
語
の
本
文
異
同
と
表
記
情
報
―
か
な
字
母
に

よ
る
表
記
情
報
学
は
可
能
か
―

研
究
代
表
者
・
今
西
裕
一
郎
『
日
本
古
典
籍
に
お
け
る
【
表

記
情
報
学
】
の
基
盤
構
築
に
関
す
る
研
究
Ⅳ
』（
科
学
研

究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ａ
）
二
〇
一
四
年
度
研
究
成

果
報
告
書
）

　
　
　
　
　

３
月

132 

桐
壺
帝
を
め
ぐ
る
「
風
景
」
―
『
源
氏
物
語
』
の
ひ

と
つ
の
情
景
と
し
て
―

田
坂
憲
二
・
久
下
裕
利=

編
『
知
の
挑
発
②
／
源
氏
物

語
の
方
法
を
考
え
る
―
史
実
の
回
路
―
』（
武
蔵
野
書
院
）
　
　
　
　
　

５
月

133 

『
紫
式
部
集
』
注
釈
の
た
め
に
―
「
注
解
」
の
方
法
へ

の
試
考
―

『
実
践
国
文
学
』
第
八
八
号

　
　
　
　
　

10
月

134 

講
義　

源
氏
と
源
氏
以
後
―
第
四
講
・
平
安
後
期
物

語
の
可
能
性
―

『
実
践
国
文
学
』
第
八
九
号

二
〇
一
六
年
３
月

135 

実
践
女
子
大
学
所
蔵　

源
氏
物
語
古
筆
切
目
録
稿

（
二
）

実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
『
年
報
』
第
三
五
号

　
　
　
　
　

３
月

136 

源
氏
物
語
古
筆
切
事
始
―
筆
者
不
明
の
断
簡
を
読 

む
―

『
実
践
国
文
学
』
第
九
〇
号

　
　
　
　
　

10
月

137 

山
岸
徳
平
博
士
の
現
写
本
考
―
実
践
女
子
大
学
図
書

館
山
岸
文
子
蔵
本
識
語
編
年
資
料
か
ら
―

『
実
践
国
文
学
』
第
九
一
号

二
〇
一
七
年
３
月

138 

実
践
女
子
大
学
所
蔵　

源
氏
物
語
古
筆
切
目
録
稿

（
三
）

実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
『
年
報
』
第
三
六
号

　
　
　
　
　

３
月

139 

山
岸
徳
平
博
士
の
物
語
研
究
一
斑
―
実
践
女
子
大
学

図
書
館
山
岸
文
子
蔵
本
識
語
編
年
資
料
か
ら
―

『
実
践
国
文
学
』
第
九
二
号

　
　
　
　
　

10
月

140 

源
氏
物
語 

本
文
研
究
と
古
筆
切
研
究
の
あ
わ
い

『
実
践
国
文
学
』
第
九
三
号

二
〇
一
八
年
３
月
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141 
実
践
女
子
大
学
図
書
館
山
岸
文
庫
蔵
本
奥
書
識
語
編

年
集
成

実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
『
年
報
』
第
三
七
号

　
　
　
　
　

３
月

142 

源
氏
物
語
の
「
自
然
」
と
「
表
現
空
間
」
―
野
村
精

一
の
仕
事
を
め
ぐ
っ
て
―

『
実
践
国
文
学
』
第
九
四
号

　
　
　
　
　

10
月

143 

物
語
の
本
義
（
一
）

『
実
践
国
文
学
』
第
九
五
号

二
〇
一
九
年
３
月

144 

物
語
関
係
古
筆
切
目
録
稿

 

（
別
府
節
子
・
久
下
裕
利
と
共
稿
）

実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
『
年
報
』
第
三
八
号

　
　
　
　
　

３
月

145 

物
語
の
本
義
（
二
）

『
実
践
国
文
学
』
第
九
六
号

　
　
　
　
　

10
月

《
時
評
・
書
評
》

１ 

源
氏
物
語
（
巻
論
・
人
物
論
・
表
現
論
な
ど
）

全
国
大
学
国
語
国
文
学
会
『
文
学
・
語
学
』
第
一
四
四
号

一
九
九
五
年
３
月

２ 

狭
衣
物
語
の
本
文
研
究
を
概
観
し
、
近
刊
専
著
の
紹

介
に
及
ぶ

『
実
践
国
文
学
』
第
五
九
号      

二
〇
〇
一
年
３
月

３ 

久
下
裕
利
著
『
物
語
の
廻
廊
―
『
源
氏
物
語
』
か
ら

の
挑
発
』
―
話
型
論
の
あ
ら
た
な
一
歩
へ

『
国
文
学
研
究
』
第
一
三
五
集
（
早
稲
田
大
学
国
文
学
会
）

二
〇
〇
一
年
10
月

４ 

中
世
―
随
想
と
し
て
―

『
文
学
・
語
学
』（
全
国
大
学
国
語
国
文
学
会
）
第
一
八
四
号

二
〇
〇
六
年
３
月

５ 

書
評　

高
田
信
敬
著
『
源
氏
物
語
考
証
』

『
国
語
と
国
文
学
』
第
八
八
巻
第
三
号

　
　
　
　
　

３
月

《
項
目
執
筆
》

１ 

「
平
資
盛
」「
平
知
章
」「
伊
東
祐
親
」「
山
鹿
秀
遠
」

『
源
平
時
代
人
物
も
の
し
り
事
典
』（
新
人
物
往
来
社
）

一
九
七
九
年
４
月

２ 

「
平
資
盛
」「
平
知
章
」「
伊
東
祐
親
」「
山
鹿
秀
遠
」

『
総
集
編 

源
平
人
物
も
の
し
り
百
科
』（
別
冊
歴
史
読
本

特
別
増
刊
一
九
巻
二
号
）（
新
人
物
往
来
社
）

一
九
九
四
年
１
月
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３ 
「
源
義
家
」「
源
義
経
」「
源
義
朝
」「
源
義
仲
」「
源
義
光
」

朝
倉
治
彦
・
三
浦
一
郎
編
著
『
世
界
人
物
逸
話
大
事
典
』

（
角
川
書
店
）

一
九
九
六
年
２
月

４ 

「
じ
ん
ぶ
つ
こ
し
ょ
う
（
人
物
呼
称
）」「
た
ま
か
ず
ら

（
玉
鬘
）」

林
田
孝
和
・
植
田
恭
代
・
竹
内
正
彦
・
原
岡
文
子
・
針
本

正
行
・
吉
井
美
弥
子
編
集
『
源
氏
物
語
事
典
』（
大
和
書
房
）

二
〇
〇
二
年
５
月

５ 

「
成
立
と
構
成
」「
表
現
と
方
法
」

小
町
谷
照
彦
編
『[

必
携]

源
氏
物
語
を
読
む
た
め
の
基

礎
百
科
』（
學
燈
社
）

二
〇
〇
三
年
11
月

６ 

延
慶
本
注
釈
の
会
編
『
延
慶
本
平
家
物
語
全
注
釈　

第
一
本
（
巻
一
）』（
項
目
執
筆
）

（
汲
古
書
院
）

二
〇
〇
五
年
５
月

７ 

延
慶
本
注
釈
の
会
編
『
延
慶
本
平
家
物
語
全
注
釈　

第
一
末
（
巻
二
）』（
項
目
執
筆
）

（
汲
古
書
院
）

二
〇
〇
六
年
５
月

８ 

延
慶
本
注
釈
の
会
編
『
延
慶
本
平
家
物
語
全
注
釈　

第
二
本 （
巻
三
）』（
項
目
執
筆
）

（
汲
古
書
院
）

二
〇
〇
七
年
８
月

９ 

「『
源
氏
物
語
団
扇
画
帖
』
第
46
図
～
第
54
図
」「
明
融

本
『
源
氏
物
語
』」「『
源
氏
物
語
歌
合
絵
巻
』」「『
源

氏
の
ゆ
ら
い
』」

国
文
学
研
究
資
料
館
編
『
源
氏
物
語 

千
年
の
か
が
や
き

―
立
川
移
転
記
念 

特
別
展
示 

図
録
―
』（
思
文
閣
出
版
）

二
〇
〇
八
年
10
月

10 

延
慶
本
注
釈
の
会
編
『
延
慶
本
平
家
物
語
全
注
釈　

第
二
中
（
巻
四
）』（
項
目
執
筆
）

（
汲
古
書
院
）

二
〇
〇
九
年
５
月

11 

「
恵
美
押
勝
」「
玄
昉
」「
小
宰
相
」「
慈
恵
」「
輔
仁
親

王
」「
平
通
盛
」「
登
蓮
」「
髑
髏
尼
」「
源
氏
物
語
」「
狭

衣
物
語
」「
厳
島
神
社
蔵
平
家
物
語
断
簡
」

日
下
力
・
佐
伯
真
一
・
櫻
井
陽
子
・
大
津
編
『
平
家
物

語
大
事
典
』（
東
京
書
籍
）

二
〇
一
〇
年
11
月
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12 
延
慶
本
注
釈
の
会
編
『
延
慶
本
平
家
物
語
全
注
釈　

第
二
末
（
巻
五
）』（
項
目
執
筆
）

（
汲
古
書
院
）

二
〇
一
一
年
４
月

13 

延
慶
本
注
釈
の
会
編
『
延
慶
本
平
家
物
語
全
注
釈　

第
三
本
（
巻
六
）』（
項
目
執
筆
）

（
汲
古
書
院
）

二
〇
一
二
年
５
月

14 

延
慶
本
注
釈
の
会
編
『
延
慶
本
平
家
物
語
全
注
釈　

第
三
末
（
巻
七
）』（
項
目
執
筆
）

（
汲
古
書
院
）

二
〇
一
三
年
５
月

15 

延
慶
本
注
釈
の
会
編
『
延
慶
本
平
家
物
語
全
注
釈　

第
四
（
巻
八
）』（
項
目
執
筆
）

（
汲
古
書
院
）

二
〇
一
四
年
５
月

16 

延
慶
本
注
釈
の
会
編
『
延
慶
本
平
家
物
語
全
注
釈　

第
五
本
（
巻
九
）』（
項
目
執
筆
）

（
汲
古
書
院
）

二
〇
一
五
年
10
月

17 

延
慶
本
注
釈
の
会
編
『
延
慶
本
平
家
物
語
全
注
釈　

第
五
末
（
巻
十
）』（
項
目
執
筆
）

（
汲
古
書
院
）

二
〇
一
六
年
11
月

18 

延
慶
本
注
釈
の
会
編
『
延
慶
本
平
家
物
語
全
注
釈　

第
六
本
（
巻
十
一
）』（
項
目
執
筆
）

（
汲
古
書
院
）

二
〇
一
八
年
３
月

19 

延
慶
本
注
釈
の
会
編
『
延
慶
本
平
家
物
語
全
注
釈　

第
六
末
（
巻
十
二
）』（
汲
古
書
院
）（
項
目
執
筆
）

（
汲
古
書
院
）

二
〇
一
九
年
３
月

《
そ
の
他
》 

１ 

幻
の
巻
の
構
造
―
明
石
の
君
の
登
場
を
め
ぐ
っ
て
―

『
論
輯
』
第
一
号
（
駒
澤
大
学
大
学
院
）

一
九
七
三
年
２
月

２ 

幻
の
巻
の
構
造
続
論

『
論
輯
』
第
二
号
（
駒
澤
大
学
大
学
院
）

一
九
七
四
年
２
月

３ 

「
宇
治
」
序
説
―
「
ゆ
か
り
」
の
構
造
―

『
論
輯
』
第
三
号
（
駒
澤
大
学
大
学
院
）

一
九
七
五
年
２
月

４ 

〈
研
究
ノ
ー
ト
〉
紫
式
部
日
記
冒
頭
の
解
釈

『
論
輯
』
第
四
号
（
駒
澤
大
学
大
学
院
）

一
九
七
六
年
２
月
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５ 
『
と
は
ず
が
た
り
』
語
彙
二
つ

『
論
輯
』
第
五
号
（
駒
澤
大
学
大
学
院
）

一
九
七
七
年
２
月

６ 
『〈
女
の
物
語
〉
の
な
が
れ
』
楽
屋
話

『
図
書
館
通
信
』
第
七
二
号
（
静
岡
大
学
付
属
図
書
館
）

一
九
八
五
年
７
月

７ 

「
講
座
」
に
参
加
す
る
女
性
た
ち
―
そ
の
現
在
と
将 

来
―

『
母
と
生
活
』（（
社
）
静
岡
県
出
版
文
化
会
）
第
三
六
巻

第
二
号

一
九
九
三
年
２
月

８
『
駒
澤
國
文
』
に
よ
る
半
自
伝

『
駒
澤
國
文
』
第
三
〇
号

　
　
　
　
　

２
月

９ 

光
源
氏
に
な
れ
な
か
っ
た
男

『
り
ん
ど
う
』（
実
践
国
文
同
窓
会
）
第
二
一
号

一
九
九
六
年
７
月

10 

平
忠
度
の
背
中
に
見
え
る
も
の
―
『
平
家
物
語
』
の

陰
翳
―

『
り
ん
ど
う
』（
実
践
国
文
同
窓
会
）
第
二
六
号

11 

大
塚
楠
緒
子
の
生
と
作
品

『
り
ん
ど
う
』（
実
践
国
文
同
窓
会
）
第
二
六
号

二
〇
〇
二
年
７
月

12 

『
源
氏
物
語
講
義　

若
紫
』
に
寄
せ
て
―
「
解
説
」
に

書
き
残
し
た
こ
と
、
な
ど
―

『Library M
ate

』（
実
践
女
子
大
学
図
書
館
）
第
二
八
号

　
　
　
　
　

７
月

13 

上
村
松
園
と
源
氏
物
語

『
り
ん
ど
う
』（
実
践
国
文
同
窓
会
）
第
二
九
号

二
〇
〇
四
年
７
月

14 

源
氏
物
語
の
世
界
―
藤
壺
の
宮
の
恋
は
書
か
れ
て
い

な
い
か
―

『
り
ん
ど
う
』（
実
践
国
文
同
窓
会
）
第
三
〇
号

二
〇
〇
五
年
７
月

15 

火
事
と
「
大
規
模
造
営
の
時
代
」
の
文
学

『
中
古
文
学
会
関
西
部
会
会
報
』
第
六
号

二
〇
〇
八
年
３
月

16 

三
谷
博
士
の
葉
書
を
ご
紹
介
し
ま
す

『
り
ん
ど
う
』（
実
践
国
文
科
会
）
第
三
三
号

　
　
　
　
　

７
月

17 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
源
氏
物
語
の
古
筆
切
」

 

（
田
中
登
・
別
府
節
子
・
池
田
和
臣
・
今
西
祐
一
郎
・

横
井
孝
（
司
会
））

実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
『
年
報
』
第
二
九
号

二
〇
一
〇
年
３
月

18 

座
談
会
「
王
朝
物
語
の
古
筆
切
」

 

（
池
田
和
臣
・
加
藤
昌
嘉
・
久
下
裕
利
・
久
保
木
秀
夫
・

小
島
孝
之
・
横
井
孝
（
司
会
））

『
武
蔵
野
文
学
』（
武
蔵
野
書
院
）
二
〇
一
〇
増
刊
夏
号

　
　
　
　
　

５
月
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19 
座
談
会
「
王
朝
物
語
の
絵
画
―
『
竹
取
』『
伊
勢
』
を

中
心
に
―
」

 

（
上
原
作
和
・
久
下
裕
利
（
司
会
）・
針
本
正
行
・
山

本
登
朗
・
横
井
孝
）

『
武
蔵
野
文
学W

ide

』
01
号
（
武
蔵
野
書
院
）

　
　
　
　
　

９
月

20 

座
談
会
「
黒
川
文
庫
の
過
去
・
現
在
・
未
来
」（
加
藤

昌
嘉
・
久
保
木
秀
夫
・
久
保
田
孝
夫
・
田
中
登
・
佐
藤
悟
・

上
野
英
子
・
横
井
孝
（
司
会
））

実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
『
年
報
』
第
三
〇
号

二
〇
一
一
年
３
月

21 

座
談
会
「
王
朝
女
流
日
記
の
作
者
―
も
う
一
つ
の 

顔
―
」

 

（
秋
澤
亙
・
久
下
裕
利
・
福
家
俊
幸
（
司
会
）・
横
井
孝
）

『
武
蔵
野
文
学
』
二
〇
一
一
年
増
刊
夏
号
（
武
蔵
野
書
院
）
　
　
　
　
　

５
月

22 

「
研
究
対
談
「
隣
組
の
学
術
交
流
協
定
」」（
今
西
裕
一

郎
と
共
稿
）

『
国
文
研
ニ
ュ
ー
ズ
』
第
二
五
号
（
国
文
学
研
究
資
料
館
）
　
　
　
　
　

10
月

23 

座
談
会
「
王
朝
物
語
の
官
職
に
つ
い
て
―
そ
の
歴
史

社
会
的
背
景
―
」

 

（
久
下
裕
利
・
豊
島
秀
範
・
仁
平
道
明
（
司
会
）・
横
井
孝
）

『
座
談
会　

王
朝
物
語
の
官
職
に
つ
い
て
―
そ
の
歴
史
社

会
的
背
景
―
』（
武
蔵
野
書
院
）

二
〇
一
二
年
５
月

24 

座
談
会
「
夜
の
寝
覚
」（
大
槻
福
子
・
久
保
木
秀
夫
・

中
川
照
将
・
仁
平
道
明
・
横
井
孝
・
横
溝
博
（
司
会
））
『
武
蔵
野
文
学
』
二
〇
一
四
増
刊
春
号
（
武
蔵
野
書
院
）

二
〇
一
四
年
５
月

25 

『
源
氏
物
語
』
と
古
筆
切

実
践
女
子
大
学
編
『
実
践
女
子
大
学
百
二
十
周
年
展
覧

会
図
録
／
宮
廷
の
華　

源
氏
物
語
』

　
　
　
　
　

６
月

26 

講
演
記
録　

源
氏
物
語
が
も
た
ら
し
た
縁
―
紫
式
部

と
孝
標
女
を
つ
な
ぐ
も
の
―

『
り
ん
ど
う
』（
実
践
国
文
同
窓
会
）
第
四
〇
号

二
〇
一
五
年
７
月

同

同

27 

国
文
学
科
一
〇
〇
周
年
に
向
け
て
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〈
付
記
〉

　

二
〇
二
〇
年
前
半
に
は
、
横
井
の
関
わ
っ
た
仕
事
と
し
て
、

① 

実
践
女
子
大
学
編
『
実
践
女
子
学
園
創
立
一
二
〇
周
年
記
念　

実
践
女
子
大
学
所
蔵
貴
重
書
図
録
』（
実
践
女
子
大
学
文
芸
資

料
研
究
所
・
武
蔵
野
書
院
、
二
〇
二
〇
年
二
月
）

② 

田
中
登
・
横
井
孝
編
（
中
葉
芳
子
・
佐
々
木
孝
浩
・
高
田
信
敬
・

針
本
正
行
著
）『
源
氏
物
語　

古
筆
の
世
界
』（
武
蔵
野
書
院
、

二
〇
二
〇
年
九
月
）

③ 

久
下
裕
利
・
横
井
孝
編
『
紫
式
部
日
記
・
紫
式
部
集
の
新
世
界
』

（
武
蔵
野
書
院
、
二
〇
二
〇
年
五
月
）

④ 

横
井
「
源
氏
物
語
鎌
倉
期
本
文
の
可
能
性
」（
中
古
文
学
会
関

西
支
部
編
『
源
氏
物
語　

本
文
研
究
の
可
能
性
』
和
泉
書
院
、

二
〇
二
〇
年
五
月
、
所
収
）

な
ど
が
世
に
出
る
予
定
。
こ
の
他
に
も
、
こ
こ
一
〇
年
来
知
友
と
約

束
し
、
幾
分
か
は
形
に
な
り
つ
つ
あ
る
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
、
本

稿
執
筆
時
（
二
〇
一
九
年
一
二
月
）
に
は
ま
だ
画
に
描
い
た
餅
で
あ

る
。

28 
〈
メ
ッ
セ
ー
ジ
〉
本
文
研
究
の
近
未
来
と
集
積
の
意
味

と

『
国
文
研
ニ
ュ
ー
ズ
』
第
四
九
号
（
国
文
学
研
究
資
料
館
）

二
〇
一
七
年
10
月

29 

山
岸
文
庫
本
、
奥
書
・
識
語
の
な
か
の
近
未
来

『
中
古
文
学
』（
第
百
号
記
念
号
）

          

11
月

30 

山
岸
徳
平
博
士
の
『
源
氏
物
語
』
研
究
一
斑
―
実
践

女
子
大
学
図
書
館
蔵
山
岸
文
庫
蔵
識
語
調
査
か
ら
―

『
中
古
文
学
会
関
西
部
会
会
報
』
第
一
六
号

二
〇
一
八
年
３
月


